
 

 

 

 

 

宮本隆司「ロー・マンタン 1996」 

会期: 2017 年 8 月 26 日（土）－9 月 30 日（土） 

会場: タカ・イシイギャラリー フォトグラフィー/フィルム 

オープニング・レセプション: 8 月 26 日（土）18:00－20:00 

トーク・イベント: 8 月 26 日（土）16:30－18:00 

 

タカ・イシイギャラリー フォトグラフィー/フィルムは、8 月 26 日（土）から 9 月 30 日（土）まで、宮本隆司個展

「ロー・マンタン 1996」を開催いたします。宮本は、個々の使用目的や存在事由を超えた建築の物質的な相貌に関心

を寄せ、都市の変貌・崩壊と再生の光景を独自の視線で撮影してきました。タカ・イシイギャラリーで初めての個展と

なる本展では、ネパールの城砦都市ロー・マンタンを撮影した、この度初公開となる作品約 22 点を展示いたします。 

 

1980 年代より、宮本は解体の最中にある建造物や無名の偶発的な建築群などを被写体に、意味や役割から解き放たれ

た「もの」としての建築の本質に正対し、またそれらと周辺環境との関わりや、都市空間の潜在的側面としての「都市

の無意識」を捉えてきました。都市の襞に分け入る写真家の身体的な空間との関わりと細部を均質に写し取る謹直な

眼差しにより獲得されたイメージは、優れて社会的・同時代的な課題を反映しながらも、喪われゆく、あるいは喪われ

たものへのノスタルジアや、社会構造の変動に晒された都市生活に関する感傷的なドキュメントに留まることなく、

そこにたち現れる空間の変質そのものを明らかにしています。 

 

1996 年 5 月、宮本は詩人・佐々木幹郎の誘いを受け、7 日かけてネパール・ムスタンの城砦都市ロー・マンタンに赴き

ます。標高 3,780m に位置し過酷な気象条件に晒された同地は、1991 年まで外国人の入域が禁止され、電気・ガス・上

下水道などの近代都市設備は無く、1996 年当時交通手段は徒歩または馬に限られており、まさに秘境とも言うべき様

相を呈していました。城内は王宮を中心に、チベット仏教寺院・僧院が建ち並び、住居がその隙間を埋める入り組んだ

作りで、人々は城壁の外周で麦・蕎麦の栽培や羊の放牧を行い、衣食住を自給自足しています。宮本は、フランスとオ

ランダにおける 14-15 世紀の生活と思考の諸形態を記したヨハン・ホイジンガ著『中世の秋』の第 1 章「はげしい生

活の基調」を引き、ロー・マンタンの印象を次のように述べています。 

 

城砦のある旧市街をもつ都市や廃墟は世界各地にあるが、ここでは現在も王宮に領主がいて統治し、多くの僧侶が修

行、勤行する寺院があり、住民と家畜が共に暮らす住居が城壁に囲まれている。日々の暮らしと宗教の聖なるものが城

壁に囲まれて、はっきりと一つになっている。 

歴史学者ホイジンガは『中世の秋』の冒頭で、「世界がまだ若く、五世紀ほどもまえのころには、人生の出来事は、い

まよりももっとくっきりとしたかたちをみせていた。（……）災禍と欠乏とにやわらぎはなかった。おぞましくも過酷

なものだった。病は健康の反対の極にあり、冬のきびしい寒さとおそろしい闇とは、災いそのものであった。（……）

都市は、わたしたちがみなれているように、味気なくお粗末な工場や小屋がだらだらとひろがる郊外に、しまりなく消

滅してしまうようなことはなかった。市壁にとりまかれ、きちんとまとまり、数知れぬ尖塔が空をさしていた。」と書

いている。ロー・マンタンはホイジンガの言うように、現代にタイムスリップした中世を、そのままに生きている城砦

都市であった。 

宮本隆司、2017 年 6 月 

文中引用：ヨハン・ホイジンガ著、堀越孝一訳、「中世の秋」、 

堀米庸三編、『世界の名著 55 ホイジンガ』、中央公論社、1967 年、pp.74-75 

 

9 日間に亘る滞在の間、4x5 の大判カメラを携え撮影は行なわれましたが、宮本は絶えず高山病に苛まれ撮影道中の記

憶も定かでなく、再訪を誓ったものの機会を逸したまま 21 年の歳月が流れました。眠っていた当時のネガをプリント

すると、「城砦都市の光景が、思いがけずくっきりとしたかたちをみせていた」と宮本が語る通り、この度初めて発表

される作品群には、市井の暮らしに照り付ける光とそこに生じた影の中に、内と外を規定しこの地の生活文化を育ん

できた堅牢な石壁の姿がありありと写し取られています。 

 



本展の開催に際して、1996 年当時、宮本と共にロー・マンタンを旅した詩人・佐々木幹郎氏をお迎えしトーク・イベ

ントを行ないます。 

トーク・イベント「佐々木幹郎×宮本隆司」 

日時: 2017 年 8 月 26 日（土）16：30－18：00 （開場: 16：00） 

ゲスト: 佐々木幹郎氏（詩人） 

会場: IMA CONCEPT STORE（〒106-0032 東京都港区六本木 5－17－1 AXIS ビル 3F） 

参加費: 1,000 円（1 ドリンク付き） 

事前申込制: 定員 50 名（先着順） 

お申込締切: 8 月 24 日（木）  

お申込方法: E-mail でのお申込みにて受け付けています。 

お申込先アドレス: tigpf@takaishiigallery.com 

メール件名: 【宮本隆司トーク・イベント申込】 

本文にご氏名（ふりがな）、ご連絡先メールアドレスをご明記のうえ、お送りください。 

 

宮本隆司は 1947 年東京都生まれ。多摩美術大学グラフィックデザイン学科卒業後、建築雑誌の編集部員を経て写真家

として独立。建築物を中心に、都市の変貌・崩壊と再生の光景を独自の視線で撮影。建築解体現場を撮影した「建築の

黙示録」（1986 年）や香港の高層スラムを撮った「九龍城砦」（1988 年）など、その作品は国内外において高い評価を

受けている。主な個展に「宮本隆司写真展」世田谷美術館（東京、2004 年）、「Urban Apocalypse」Künstlerhaus Bethanien

（ベルリン、1999 年）、「KOBE 1995 After the Earthquake+」Museum für Moderne Kunst Frankfurt（フランクフル

ト、1999 年）、「建築の黙示録」ヒルサイドギャラリー（東京、1986 年）等。主な受賞に第 55 回芸術選奨文部科学大臣

賞（世田谷美術館個展により、2005 年）、第 6 回ヴェネツィア・ビエンナーレ建築展金獅子賞（「KOBE 1995 After the 

Earthquake」展示により、1996 年）、第 14 回木村伊兵衛賞（作品集『建築の黙示録』『九龍城砦』及び「九龍城砦」展

示により、1989 年）など。作品の主な収蔵先に San Francisco Museum of Modern Art（サンフランシスコ）、Deutschen 

Centrum für Photographie（ベルリン）、東京国立近代美術館（東京）など。 

 

是非、貴誌・貴社にて御紹介下さいますよう宜しくお願いいたします。 

尚、掲載用写真の貸出など、御質問がございましたら下記までお問い合わせ下さい。 

タカ・イシイギャラリー フォトグラフィー/フィルム 

展覧会担当: 武田 明子 プレス担当： 岡村 万里絵 

〒106-0032 東京都港区六本木 5-17-1 AXISビル 2F  tel: 03-5575-5004  fax: 03-5575-5016 

e-mail: tigpf@takaishiigallery.com   website: www.takaishiigallery.com 営業時間：11:00-19:00 定休日：日・月・祝日 
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